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第 155

奈良会議所ニュース昭和56年8月10日(毎月1回10日発行)
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'81奈良の女王コンテスト開く
真夏の太陽が照りつけるあやめ池円型大劇場は、1,500人の観客
で超満貝。コンテストと歌謡ショーに場内は熱気に包まれた。
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昭和郭年度事業報告・収支決算
を承認可決一ー ●●●●■●●●......

奈良の夏まつり
女王には山中さん・・

『職場の活性化を考える』
寸谷雄司・・・・・・・・・・・

創立35周年記念
優良従業貝表彰要項一ー・・・ー
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お問し、合はせー・・
奈良公共職業安定所

職業紹介係まで
TEL 24-5501
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技師
管理

高
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転

52

5

経

.

公務貝26年
不動産取引7年

総務事務

業

33

手

6

験

イ9Ni11

青年部・友好倶楽部だより

企業経営のカンどころ

第 8 回豆切1工まノ)りこ'断妻内一・ーー・
求職者情報一ー・・

事務3年、ボイ
ラー技士10年

保

59

女

員

2

バス運転手27年

薬

56

手取賃金
(月収)

3

7

営業21年

剤

']

57

母

4

300,000円

総務事務38年

人

寮

26

帥

職業紹介状況(6月)学卒・パートを除く(奈良公共職業安定所)

5

180,000円

勤務時問
(休日)

昭和56年8月10日(毎月1 回10日発行)

保母6年

看

26

の

150,000円

幾誕泥誕泥翻1浮契1

9:00~ 17:00
(日・祝)

省理薬剤師2年

26

,"

母

項

200,000円

希

9:00~17:00
(日・ 1兄)

推せん件数
が金額

^

1

目

60

婦

勤務地
(通・住)

180,000円

闇:ー

8:00~17:00
(日・祝)

望

事務20年

59

8

9

・・・・10

・・12

現

100,000円

1Ⅱ1

奈良市
(通)

8:30~17:00
(日・キ兄)

看護婦24年

規模

打

150,000円

奈良市
(通)

9:00~17:00
(日・祝)

規
朏有

住所

不問

]30,000円

区分

奈良市
(通)

9:00~17:00
(日・祝)

15件
3,400 万円

奈良市消費者物価指数

求
人

不問

介

150,000円

奈良市
(通)

奈良市

8:30~17:00
(日・祝)

亥力

配偶者
の有無

1哉

斗競
求職者

人

不問

130,000円

奈良市

奈良市
(通)

求

9:00~16:00

者

総

不問

計

奈良市

奈良市
(通)

有

人

4月

不問

学歴・資格

奈良市

奈良市
(通)

有

農業改良普及員
宅建取引主任普通車免

674

1,808

9:00~17:00

上昇車

不問

男

139.1

天理市
奈良市

奈良市

対前月比

有

250

ポイラー技士

5月

5打

923

4,4]9

不問

奈良市
(住)

奈良市

有

398
],120

大型2種自動車

565

女

139 3

不問

奈良市
(通)

奈良市

有

(昭和50年=100)

248

124

0.5

普通車免

0.41

468
2,158

不問

天理市

前年比0

有

276

各種学校卒

食料

688

271

不問

奈良市

有

126

122

0.1

4.1

短大卒保母

△]フ.1

0.52

455
2,261

乗客数

△ 8.8

奈良市

有

大卒(薬学科)
薬剤師普通車免

住居

294

131.6

51.5
△ 2.3

126

3.5

大卒司書・教員免許

0.30

摘要

5月

△ 3.0
5.1

有

月別

光

旧高女卒

129.6

134.4

34.8

国鉄奈良駅
(国鉄奈良駅・奈良交通)(人)

看護婦免

(総理府統計局)

5

乗

被服

134.8

170.2

月

6

奈良交通名所めぐり

客

月

410,661

雑費

奈良公'

171.8

134.3

奈良県倒産状況

乗客

402,506

奈良・法隆寺
西ノ京

135.8

]48.9

Ⅱ別

10,427

乗

15].3

5,566

5

嫡安

客

月

5,943

6月
件数

6 月

2,884

前年同月

(内整理を含む負債],000万円以上)帝国データーバンク

13

金

4 億7,000万円

6

額

5 億3,000万円

4

12

3 億1,500万円

本

無

年
令

調
ル

空
ビ

先
月
二
十
五
・
二
十
六
日
の
両
日

に
わ
た
り
「
奈
良
の
夏
ま
つ
り
」
が

盛
大
に
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
ワ
回

を
追
に
つ
れ
、
充
実
さ
を
増
す
奈
良

の
夏
ま
つ
り
も
今
回
で
五
回
目
。
こ

の
ま
つ
り
が
く
る
と
夏
本
番
の
声
も

チ
ラ
ホ
ラ
聞
こ
え
る
な
ど
夏
の
一
大

行
事
と
し
て
奈
良
の
土
地
に
定
着
し

た
感
が
あ
り
ま
す
ワ
こ
れ
を
裏
付
け

る
か
の
よ
う
に
参
加
者
も
昨
年
を
上

回
る
約
二
千
人
が
参
加
。
ま
た
沿
道

を
埋
め
つ
く
し
た
観
衆
も
十
数
万
人

を
数
之
る
な
ど
例
年
に
な
い
盛
り
上

が
り
を
み
せ
ま
し
た
▽
同
夏
ま
つ
り

゛
、
、が
、
今
後
増
々
充
実
し
、
奈
良
の
新

し
い
息
吹
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
発

展
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。
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第 155号(第三種郵便物認可)

会
負
交
事

担

使

付
業

費

入

般会計

金
38,699,600

線

収

益分担金
用

金

、』.゛ー'

補

1,111,000

入

1昔

商工名鑑発刊
特別会計

8,501,000

奈良会議所ニュース

入

料
18,509,715

昭和55年度収支決算総括表
昭和 56年3月31日

坂

少。雫゛兜ず入警

入

金

管

金

商工名鑑発刊
積立金特別会計

掛金収
受入給付金

理

305,000

雑
繰

中小企業相談所
会 計

】,000,000

収

入

給

越

旅

入

事

退戦給与資全
積立金特別全計

31,136,809

金

与

1,d70,000

引

1,417,780

会
務

2,708,145

亭

昭和56年8月10日(毎月1 回10日発行)

費
10,947,240

法定台帳イ乍成管理費

局
議

費
25,657,684

支

特定退職金共済
事業特別会計

交

業

4,483,562

費

公課分担金

1,031,513

費

93,307

法定福利費

4,466,589

461,フ]2

際

費

1,860,019

福利厚生費

出

949,994

23,839,651

入金返済佶

会館会計

5,355,680

費

奈良商工会議所
(単位:円)

支

2,353,855

2,699,480

1,120,000

建物維持管理費

1,500,000

3,000,000

技

2,590,000

建

2,558,400

の

会館管理積立
特別会計

建物付属設備

利

1.782,239

4,989,114

立退補償料

13,340

息、

36,021,156

213,734

繰

35,620,362

部
改

フ,711,599

商工名鑑発刊積立金

25,522,955

物

2,300,000

出

11,970,579

装

315,440

11,648

職給与積立金
会館管理積立金

64,761,600

6,000,000

25,327,021

511,121

金

積立金どりくずし

22,000,000

9,44],300

3 息,699, BO0

費

退職給付金

5,667,387

1,000,000

計

共済事業積立金繰入

1,111,000

119;305

5,468,472

39,'37,亀00

雑

71,021,685

21,514,195

返

2,500,000

36,021,156

1,922,000

2,037,219

2,206,858

次期繰越金

フ,フ",599

還

15,609,242

1,470,000

953,514

82,661,599

費

113,890

第155号(第三種郵便物認可)

金
計

フ,057,393

未来をひらく綜合警備

9,000,000

6,800

22,000,000

37,070

38,000,000

421,850

67,312,579

13,280

4,989,114

39,000,000

2]3,310

5,468,4フユ

3,634,661

強く・正しく・温かく
ネ斗学警備のパイオニアとして社貝12,000名。全国
350ケ所に事業網をもつ我国最大の警備会社です。

176,420

64,761,600

58,602

174,463

9,441,300

1,4色3,340

3,且48,898
55,213,950

],318,560

335,027,926

376,679

538,896

60,160,032

(

34,060

6,000,000

1,360,233

3,116,160

2,590,000

5,304,910

35,535,262

8,219

1,133.214

502,272

64,080

29,520,37θ

5055,608

183,600

35,620,36?

10,181,380

奈良会議所ニュース

2,692,392

2,353,855

15,000,000

(

1,500,000

99,360

5,468,472

ユ,55且,400

13,356,442

4,532,817

300

9,441,300
64,76],600

11,970,579

1,338,880

247,794

6,000,000

1,000,000

フフ,021,6 且5

35,535,262
66,821

5,055,608

ユ,692,392

118,478

22,000,000

15,000,000

θ0,250,670

5,970,744

2,410,929

1,470,000

昭和56年8月10日(毎月1 回10日発行)

B,372,960

22,000,000

1,000,000

22,000,000

17,000,000

■奈良営業所

19,622,6含0
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収支決算の承認を求める
第75回議員総会
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昭
和
五
十
五
年
度

事
業
報
告
・
収
支
決
算
を
承
認
可
決

第
乃
回
議
員
総
会

昭
和
五
十
五
年
度
の
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
の
承
認
を
求
め
る
第

七
十
五
回
議
貝
総
会
は
、
去
る
七
月
二
十
一
日
、
当
所
四
階
ホ
ー
ル
に
お

い
て
開
か
れ
、
両
案
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
も
原
案
通
り
承
認
可
決
さ
れ
た
。

総
会
は
小
林
会
頭
ら
七
十
四
名
(
内

委
任
状
鈴
名
)
が
出
席
。
小
林
会
頭

が
議
長
と
な
り
議
事
に
入
っ
た
。

ま
ず
、
協
議
事
項
の
第
一
号
議
案

「
昭
和
五
十
五
年
度
事
業
報
告
に
つ

い
て
し
は
原
案
通
り
、
第
二
号
議
案

「
昭
和
五
十
五
年
度
一
般
会
計
及
び

特
別
会
計
収
支
決
算
に
つ
い
て
」
(
別

表
参
照
)
も
そ
れ
ぞ
れ
原
案
通
り
可

決
さ
れ
た
。

第
三
号
議
案
「
常
議
貝
二
名
補
欠

選
任
に
つ
い
て
し
は
、
桝
井
寛
光
氏

(
奈
良
近
鉄
タ
ク
シ
ー
佛
取
締
役
社

長
)
並
ぴ
に
福
川
幸
勇
氏
(
関
西
電

力
総
奈
良
支
店
長
)
を
選
任
す
る
こ

と
で
可
決
さ
れ
た
。

そ
の
他
、
報
告
事
項
の
①
議
貝
一

部
異
動
(
後
記
姦
)
、
②
新
規
会

▽
佛
増
田
商
店

増
田
義
郎
氏
(
代
表
取
締
役
社
長
)

(
鶚
・
 
3
 
・
即
辞
任
)

(
一
号
議
員
)

▽
佛
日
本
交
通
公
社
奈
良
支
店

断
久
万
田
厳
氏
(
支
店
長
)

員
の
加
入
、
③
大
型
店
報
告
④
業

務
概
要
(
4
月
1
6
月
)
に
つ
い
て

も
、
そ
れ
ぞ
れ
了
承
さ
れ
た
。

な
お
、
総
会
終
了
後
奧
野
法
務

大
臣
に
ょ
る
『
私
の
憲
法
論
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
の
特
別
講
演
会
を
開
催

午
後
五
時
す
ぎ
閉
会
し
た
。

〔
報
①
〕
議
員
一
部
異
動
に
つ
い
て

9
-
号
議
貝
)

▽
関
西
電
力
側
奈
良
支
店

断
福
川
幸
勇
氏
(
支
店
長
)

卿
和
田
善
吉
氏
(

"

(
騎
・
 
6
 
・
部
付
)

(
二
号
議
貝
)

▽
奈
良
近
鉄
タ
ク
シ
ー
総

断
桝
井
寛
光
氏
(
取
締
役
社
長
)

咽
向
出
博
氏
(
専
務
取
絲
役
)

(
騎
・
 
5
 
・
釦
付
)

(
部
・
 
6
 
・
 
1
付
)

マ
大
阪
瓦
斯
妹
奈
良
支
社

断
波
多
野
繁
男
氏
(
支
社
長
)

部
会
組
織
対
策

特
別
委
員
会
を
設
置

第
Ⅲ
回
常
議
員
会

去
る
七
月
二
日
開
催
の
第
捌
回
常

議
貝
会
に
お
い
て
、
部
会
再
編
成
の

た
め
に
「
部
会
組
織
対
策
特
別
委
員

会
」
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

構
成
メ
ン
バ
ー
は
執
行
部
、
各
部
会

長
、
総
務
委
員
長
。

、

ま
た
、
創
立
開
周
年
記
念
事
業
に

伴
う
役
員
及
ぴ
議
貝
表
彰
に
つ
い
て

も
原
案
通
り
可
決
さ
れ
た
。

そ
の
他
の
事
項
に
つ
い
て
は
、
本

文
記
事
を
姦
さ
れ
た
い
。

(
騎
・
フ
・
 
1
付
)

.

卸゛
、
イ
式←

冊
村
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闇
予
予
予
予
予
予
予
予
予
予
予
予
予
予
予
予
予
認

ま
つ
り
一
色
の
古
都

謬
ξ
ξ
ξ
ξ
ξ
ξ
ξ
ξ
ξ
ξ
ξ
ξ
ξ
ξ
ξ
ξ
ξ
罷

奈
良
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
・
三
条
通
り
と
、
県
庁
前
大
通
り

を
狸
台
に
、
タ
暮
れ
の
古
都
を
お
ぉ
い
つ
く
し
た
パ
レ
ー
ド
隊
の

列
・
:
。
先
月
鈴
日
、
第
五
回
を
迎
え
た
奈
良
の
夏
ま
つ
り
は
、
執

気
と
興
奮
で
幕
を
あ
け
た
。

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
隊
の
マ
ー
チ
の
軽

快
な
ひ
ぴ
き
。
奈
良
太
鼓
の
バ
チ
の

音
。
紙
吹
雪
の
中
で
足
を
お
ど
ら
せ

る
バ
ト
ン
ガ
ー
ル
・
:
。
そ
れ
ぞ
れ
に

装
い
を
こ
ら
し
た
パ
レ
ー
ド
隊
が
通

過
す
る
た
び
に
観
衆
の
中
か
ら
わ
き

上
が
る
歓
声
。
あ
わ
お
ど
り
や
民
踊

ク
ラ
プ
も
参
加
す
る
な
ど
全
県
挙
げ

て
の
参
加
に
い
や
が
、
つ
ぇ
に
も
ま
つ

り
気
分
は
盛
り
あ
が
る
。

こ
の
後
、
人
の
流
れ
は
、
県
庁
前

に
設
け
ら
れ
た
お
ま
つ
り
広
場
に
参

集
。
天
川
村
か
ら

や
っ
て
き
た
理
源

太
鼓
の
勇
荘
な
り

ズ
ム
が
会
場
を
お

お
い
つ
く
す
。

薄
暗
く
な
っ
た

奈
良
公
園
の
特
設

ス
テ
ー
ジ
の
ス
ポ

ツ
ト
ラ
イ
ト
に
灯

が
つ
く
や
、
ア
マ

チ
ユ
ア
ロ
ッ
ク
バ

ン
ド
の
熱
演
の
始

ま
り
だ
。
今
回
は

ロ
ッ
ク
の
他
に
中

国
の
箸
の
踊
り
や

ブ
ラ
ジ
ル
の
サ
ン

ハ
な
ど
企
画
も
盛

り
沢
山
。

会
場
に
つ
め
か

け
た
五
万
人
の
観

衆
は
、
夏
の
一
夜

の
宴
を
思
、
つ
存
分

満
喫
し
た
。

喜

全

1
-

、

一

N

一

、轟、、
、
、

一

、

゛

,

、

、

半

南

、

κ

勲

弓

ず

イ亀

7

▲

゛

.
、
、

疇

、
1

暫

良

( 一

'

武
貫
一
晏
.
玉
に
串
一
.
発

一
一

一
.
Y

J

奈
号
徐
王
・
・
.
コ
一
ど
ず
:
ス
・
・
・
膨

同
選
出
大
会
に
は
、
難
関
を
勝
ち

抜
い
た
三
0
名
の
候
補
者
が
ゆ
か
た

及
び
水
着
姿
で
ス
テ
ー
ジ
に
登
場
。

い
ず
れ
劣
、
わ
ぬ
美
貌
と
プ
ロ
ポ
ー
シ

ヨ
ン
の
持
ち
主
と
あ
っ
て
会
場
は
熱

気
に
勺
」
ま
れ
た
。

ま
た
、
会
場
で
は
「
三
沢
あ
け
み

シ
,
1
」
も
開
催
さ
れ
、
興
奮
の
渦

の
中
で
ス
テ
ー
ジ
と
客
席
が
一
つ
に

な
る
な
ど
す
ぱ
ら
し
い
盛
り
上
が
り

を
み
せ
た
。

.
、

'

二

D奈
良
の
女
王
コ
ノ
テ
ス
ト

入
賞
者

虜
'

゛

「
奈
良
の
夏
ま
つ
り
」
最
大
の
呼
ぴ
物
の
一
つ
;
奈
良
の
女
王
選
出
大

会
は
、
先
月
十
八
日
、
あ
や
め
池
円
形
大
劇
場
に
お
い
て
、
約
千
五
0
0

名
の
観
客
を
集
め
華
々
し
く
緤
り
広
げ
ら
れ
た
。

結
果
、
本
年
の
奈
良
の
女
王
に
は
山
中
京
子
さ
ん
(
二
巴
1
家
事
手
伝
い

が
み
ご
と
栄
冠
を
獲
得
。
準
女
王
に
は
西
沼
美
幸
さ
ん
(
一
-
0
)
1
公
務
員
、

矢
野
史
子
さ
ん
(
一
九
)
1
学
生
、
阪
本
美
津
代
さ
ん
(
一
九
)
1
学
生
、
の
三
人

,

.

、
一

淀
戸

△

゛

が
選
ば
れ
た
。

な
お
、
女
王
に
選
ば
れ
た
山
中
さ

ん
に
は
副
賞
と
し
て
ハ
ワ
イ
旅
行
、

準
女
王
の
三
人
に
は
グ
ァ
ム
島
旅
行

が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
。

【
チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
賞
】

尾
崎
小
百
合
さ
ん
(
一
九
)
1
学
生

【
ゆ
か
た
賞
】

矢
野
雅
子
さ
ん
(
、
三
)
1
{
争
伝
い

【
水
着
賞
】

大
森
優
子
さ
ん
(
三
)
1
学
生

チ
も
か
ろ
や
か

奈
良
太
鼓

、

4

,
(
(

一

゛

、

一

準
女
王
は

西
沼
・
矢
野
・
阪
本
さ
ん

〔
準
女
王
〕

■
、
:
■

'
ゞ
、
」
、
 
t

1

軍

゛
'

゛
、

」

、

、

▼
、
、
智

十
 
J

゛
'

甲

〔
チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
賞
〕

1

'

ゞ,

.

゛

＼

J

'

、

'

点

侠
夕
高

奈
良
西
寺
林
商
店
街

a
⑳
1
2
3
1
1
代

゛

1,

゛
」

1

一

.

'

、
U

、

、

N

5

〔
ゆ
か
た
賞
〕

」

U

"

.

、

、

、

A
'

才
n
ス
九
て
び

ゞ
内
'
伊
j
y

:
.
哩
、
"
」
.

'

゛゛

ト
下
い

点

、

耻
.

i
-

叫

、

,

゛

ノ

一
一

》
一
吻
づ
ψ
之

窃
か
て
ち

〔
水
着
賞
〕 、

.

J
1

一

亀

お
好
み
呉
服
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職
場
の
活
性
化
を
考
え
る

経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

守
谷
雄
司

職
場
を
活
性
化
し
、
働
く
人
た
ち

に
生
き
甲
斐
や
は
り
合
い
を
感
ヒ
さ

せ
る
た
め
に
は
、
規
律
と
ケ
ジ
メ
を

重
ん
ヒ
る
き
び
し
い
職
場
風
土
を
つ

く
る
こ
と
が
基
本
の
よ
、
つ
で
す
。
よ

く
中
小
企
業
の
経
営
者
の
方
か
、
「
う

ち
の
会
社
は
人
の
和
を
モ
ツ
ト
ー
に

し
て
い
る
か
、
わ
し
と
か
、
「
何
事
も
家

族
主
義
の
経
営
に
徹
し
て
い
る
か
ら
」

:
:
:
如
何
に
も
ダ
イ
ジ
ョ
ウ
、
フ
で

す
よ
と
い
っ
た
意
味
の
お
話
を
聞
く

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
で

ほ
ん
と
に
タ
イ
ジ
ョ
ウ
ブ
な
の
か
な
?

と
い
っ
た
疑
問
が
な
い
わ
け
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
、
わ
、
人
間
関
係

だ
け
に
気
を
配
っ
て
き
び
し
さ
を
指

摘
し
な
い
住
み
心
地
の
よ
い
職
場
は
、

み
ん
な
が
"
ま
あ
ま
あ
 
0
 
;
な
あ
な

0

あ
"
と
も
た
れ
合
っ
て
い
る
だ
け
で
、

も
っ
と
効
率
よ
く
仕
事
を
し
ょ
う
と

か
、
整
理
整
頓
に
徹
し
ょ
う
と
か
と

つ
た
前
向
き
な
姿
勢
に
欠
け
る
と

いい
う
傾
向
が
あ
る
か
ら
で
す
。

ま
た
、
仕
事
や
組
織
の
改
善
提
案

を
申
し
出
た
場
合
に
も
、
何
も
今
吏

と
い
っ
た
ふ
う
に
新
し
い
発
想
を
お

さ
え
つ
け
て
、
か
び
の
は
え
た
古
い

経
験
と
カ
ン
と
度
強
(
K
K
D
)
を

押
し
つ
け
る
よ
う
な
こ
と
が
全
く
な

い
と
は
い
い
き
れ
な
い
か
ら
で
す
。

こ
れ
で
は
職
場
の
活
性
化
ど
こ
ろ
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
規
律
を
{
寸
、
わ
せ
、
ケ
ジ

メ
の
徹
底
し
た
職
場
を
つ
く
り
、
社

内
全
体
に
活
力
を
と
り
戻
す
方
法
と

し
て
、
全
社
的
に
社
風
刷
新
運
動
を

展
開
し
、
悪
い
習
慣
に
く
さ
び
を
う

ち
こ
ん
で
、
新
し
い
ル
ー
ル

く
り

や
慣
行
づ
く
り
を
し
て
み
る
の
も
ひ

と
つ
の
方
法
で
し
ょ
、
つ
。
そ
の
際
、

次
の
よ
う
な
傾
向
は
、
社
風
刷
新
上

の
ガ
ン
に
な
り
ま
す
の
で
き
び
し
く

チ
エ
ッ
ク
す
る
こ
と
か
必
要
で
す
。

△
社
内
全
体
が
中
途
半
端
な
家
族

主
義
で
、
0
ま
あ
ま
あ
0
;
な
あ
な
あ
0

と
い
っ
た
甘
や
か
し
ム
ー
ド
が
あ
る
。

△
仕
事
上
、
、
責
任
の
所
在
が
不
明

で
、
結
果
の
チ
エ
ッ
ク
か
皆
無
、

な
ん
と
な
く
一
日
が
終
れ
ば
い
い

と
い
、
つ
ム
ー
ド
に
な
っ
て
く
る
。

△
年
配
者
の
言
動
に
規
律
と
か
道

徳
を
小
馬
鹿
に
す
る
傾
向
か
あ
る
。

△
決
め
た
こ
と
、
約
束
し
た
こ
と

が
守
ら
れ
ず
、
実
行
さ
れ
な
い
。

結
果
の
追
求
が
あ
い
ま
い
。

△
も
た
れ
合
い
ム
ー
ド
が
い
っ
ぱ

い
の
仲
間
意
識
企
茎
最
欠
如

の
集
団
で
あ
る
。

△
基
本
動
作
(
挨
拶
、
朝
礼
、
電

話
、
指
示
、
命
令
、
報
告
、
連
絡
)

に
ケ
ジ
メ
が
な
く
各
人
各
様
の
思

つ
き
が
横
行
し
て
い
る
。

い
△
コ
ミ
ユ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
パ
イ

プ
が
詰
ま
り
、
責
任
転
嫁
が
多
い
。

又
ス
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
一
方
通
行

の
み
。

上
役
が
卒
先
し
て
ょ
き
慣
行
づ
く

を
行
う
こ
と
。

さ
て
、
全
社
的
な
社
風
刷
新
運
動

を
展
開
し
、
顕
著
な
効
果
を
あ
げ
て

い
る
企
業
の
一
例
と
し
て
、
栃
木
県

の
小
平
産
業
(
自
動
車
の
各
種
ボ
テ

イ
組
み
立
て
)
が
あ
り
ま
す
。

同
社
で
は
昨
年
か
ら
課
長
職
研
究

会
(
全
社
員
四
百
人
の
う
ち
、
課
長

職
三
十
名
)
で
「
規
律
の
徹
底
し
た

働
き
か
い
の
あ
る
職
場
づ
く
り
」
を

ー
ー
"
ー
"
"
Ⅱ
"

"
Ⅱ

テ
ー
マ
に
と
り
あ
げ
、
毎
月
一
回
の

研
修
会
で
、
職
場
の
実
例
に
つ
い
て

の
討
議
を
し
た
り
、
従
業
員
に
ア
ン

ケ
ー
ト
や
イ
ン
タ
ビ
ユ
ー
を
し
た
結

果
報
告
な
ど
を
中
心
に
精
力
的
に
こ

の
運
動
に
と
り
く
ん
で
お
り
ま
す
。

現
在
ま
で
の
活
動
の
状
況
を
整
理
し

て
み
ま
す
と
次
の
通
り
で
す
。

①
課
長
職
と
し
て
、
全
社
的
に
見
た

た
場
合
の
規
律
の
問
題
点
の
摘
出
、

②
問
題
点
の
整
理
、
分
類
を
行
、
つ
(
事

実
と
意
見
と
を
区
別
し
て
)
、
③
課
長

職
か
ら
社
風
刷
新
委
員
の
選
出
(
役

割
、
任
期
、
腕
章
な
ど
を
決
め
る
)
、

④
課
長
職
と
し
て
、
こ
ん
な
職
場
に

し
た
い
旨
を
掲
示
板
に
て
一
般
従
業

貝
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
(
投
書
箱
を
用

、

意
し
た
)
、
⑤
一
般
従
業
貝
か
ら
の
提

案
、
批
判
を
求
め
る
、
⑥
刷
新
委
貝

が
中
心
と
な
っ
て
従
業
員
の
生
の
声

を
分
類
(
制
度
的
に
解
決
す
る
も
の
、

従
業
員
自
身
が
実
践
す
べ
き
も
の
、

O
J
T
で
解
決
で
き
る
も
の
、
そ
の

他
、
時
間
、
費
用
、
効
果
性
等
に
つ

い
て
検
討
)
、
⑦
提
出
さ
れ
た
問
題
に

つ
き
、
課
長
職
全
貝
を
小
委
員
に
分

け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
解
決
に
あ
た

る
、
⑧
刷
新
委
貝
を
中
心
に
課
長
職

全
貝
で
、
小
平
マ
ン
と
し
て
の
"
社

員
、
心
得
0
 
を
作
成
、
⑨
現
在
、
そ
の

周
知
徹
底
方
法
に
つ
い
て
検
討
中
。

以
上
が
小
平
産
業
に
お
け
る
社
風

あ
な
た
は特

定
商
工
業
者

当
所
で
は
、
全
国
的
な
制
度
と
し

て
「
特
定
商
工
業
者
制
度
L
 
を
推
進

致
し
て
お
り
ま
す
が
、
本
年
度
よ
り

さ
ら
に
内
容
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、

負
担
金
制
度
を
従
来
の
内
取
り
か
,
わ

外
取
り
に
移
行
す
る
こ
と
に
致
し
ま

し
ナつ

き
ま
し
て
は
、
本
年
十
月
頃
、

該
当
者
に
負
担
金
区
呂
円
の
納
入
依

頼
を
致
し
ま
す
の
で
ご
恊
力
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す

、(

刷
新
運
動
の
ネ
ラ
イ
と
今
日
(
五
十

六
年
五
月
現
在
)
ま
で
の
活
動
結
果

で
す
。蛇

足
で
す
が
最
後
に
職
場
の
生
産

性
と
組
織
の
活
動
化
と
の
関
係
に
つ

い
て
ふ
れ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

①
職
場
の
活
性
化
は
究
極
に
お
い

て
働
く
人
た
ち
の
生
き
か
い
と
結

び
つ
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
の

ぞ
ま
し
い
。
つ
ま
り
、
働
く
人
が

仕
事
に
打
ち
込
ん
で
働
き
甲
斐
を

感
じ
て
い
る
の
で
な
け
れ
ぱ
組
織

の
生
産
性
は
向
上
し
な
い
。

②
職
場
の
活
性
化
は
人
間
関
係
が

よ
い
と
い
、
つ
だ
け
で
は
実
現
さ
れ

〔
特
定
商
工
業
者
〕
前
年
の
事
業
税

が
四
八
号
口
円
以
上
の
個
人
、
及
び
資
本

金
五
0
万
円
以
上
の
法
人

〔
負
担
金
〕
大
阪
通
産
局
の
許
可
を

得
て
負
扣
願
、
つ
も
の
で
、
事
業
内
容

等
を
登
録
し
た
法
定
台
帳
を
広
く
活

用
す
る
管
理
運
用
費
に
充
て
る
。

※
本
件
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は

当
所
特
定
商
工
業
者
係
(
T
E
L

⑳
六
二
三
而
)
ま
で

な
い
1
住
み
心
地
の
よ
い
職
場

は
緊
張
を
失
っ
て
い
る
の
か
も
し

れ
な
い
。

③
忙
し
く
働
い
て
い
る
こ
と
か
イ

コ
ー
ル
、
活
性
化
で
も
な
け
れ
ば
、

モ
ラ
ー
ル
か
高
い
と
い
、
つ
こ
と
に

は
結
び
つ
か
な
い
。
モ
ラ
ー
ル
と

は
個
人
的
に
一
生
懸
命
に
や
る
こ

バ
ー
が

と
で
は
な
く
、
職
場
メ
ン

一
つ
の
共
通
目
標
の
実
現
に
向
っ

て
総
合
的
な
力
を
発
揮
し
て
い
る

こ
と
が
条
件
。
忙
し
い
割
に
生
産

性
が
上
が
、
わ
な
い
場
合
に
は
、
全

休
と
し
て
「
ミ
ス
や
ロ
ス
L
 
か
な

い
か
ど
ぅ
か
点
検
し
て
み
る
必
要

ー
ー
ー
ー

当
所
で
は
、
創
立
託
周
年
記
念
事

業
の
一
環
と
し
て
次
の
要
項
に
ょ
り

優
良
従
業
員
表
彰
を
実
施
し
ま
す
。

奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▽
表
彰
の
基
準

①
会
員
事
業
所
の
従
業
員
で
女
子
勤

続
五
年
、
男
子
勤
続
十
年
以
上
の

者
で
次
の
条
件
の
い
す
れ
か
を
備

え
て
い
る
者
。

W
常
に
責
任
観
念
か
強
く
黙
々
と
し

て
職
務
に
粘
励
、
企
業
に
貢
献
し

他
の
従
業
員
の
範
と
な
る
も
の
。

同
企
業
の
隆
盛
謡
に
貢
献
す
る
処

多
大
に
し
て
後
進
の
指
導
も
よ
く

他
の
従
業
員
の
範
と
な
る
者
。

②
会
員
事
業
所
の
従
業
員
で
職
務
精

励
に
し
て
発
明
、
考
案
、
改
良
及

び
生
産
性
の
向
上
、
経
営
の
合
理

めを

6

奈

、
、
、
あ

叉
『
略
、

守
谷
氏
の
略
歴

昭
和
三
十
五
年
国
学
院
大
学
文
学

部
卒
。
同
年
東
京
三
洋
電
機
入
社
。

人
事
、
労
務
、
教
育
、
社
長
室
で
能

力
開
発
の
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
チ
ー
フ
と

し
て
活
躍
。
四
十
六
年
同
社
を
退
社
、

教
育
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て
独
立
、

産
業
界
に
若
年
層
教
育
の
重
要
性
を

立
証
す
る
。
主
な
著
書
に
「
自
分
、
づ

く
り
の
方
法
」
「
ど
ろ
ん
こ
教
育
」
「
自

分
で
ひ
ら
く
ビ
ジ
ネ
ス
学
」
「
若
者
が

つ
い
て
く
る
教
育
」
「
人
を
動
か
す
表

現
技
術
」
な
ど
。

化
等
企
業
の
発
展
に
寄
与
し
た
者

〔
注
〕
次
の
い
ず
れ
か
§
当
す
る

場
合
は
推
せ
ん
不
可
。

御
既
に
当
所
の
表
彰
を
受
け
た
も
の

但
し
、
勤
続
三
0
年
以
上
の
該
当

者
は
除
く
。

回
事
業
所
の
役
員
で
あ
る
も
の
。

ω
事
業
主
の
配
偶
者
及
び
二
親
等
内

の
従
業
員
。

〔
推
せ
ん
方
法
〕

印
常
時
使
用
従
業
員
五
0
人
未
満
の

事
業
所
に
あ
っ
て
は
一
名
、
五
0

人
以
上
は
二
名
。
尚
、
他
に
表
彰

さ
れ
た
事
例
の
あ
る
場
合
は
写
し

を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

甸
個
人
よ
り
法
人
等
へ
の
組
織
変
更

の
場
合
は
、
そ
の
寳
本
形
態
が
同

一
で
あ
る
限
り
年
限
継
続
可
。
合

ー
ー
ー
ー
ー
、
ー
ー
ー
ー
ー
゛
ー
ー
ー
ー
ー
,
,
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
,
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
,
ー
ー
ー
ー
ー
,
}
」
,
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
」
,
ー
,
ー
ー
ー
」
ー
,
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
)
ー
ー
,
,
ー
」
,
ー
]
,
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

併
の
場
合
も
同
様
。

⑳
勤
続
年
数
の
算
定
は
昭
和
五
六
年

-
 
0
月
二
十
一
日
現
在
と
す
る
。

〔
推
せ
薪
切
日
〕

ω
昭
和
五
十
六
年
八
月
二
十
五
日
閃

〔
協
賛
金
)

W
甕
鞭
費
の
一
部
と
し
て
被
表
彰

者
一
名
に
つ
き
金
六
千
円
を
ご
負

担
願
い
ま
す
。
記
念
品
の
一
部
に

充
当
。

〔
表
彰
の
方
法
〕

御
十
月
二
十
一
日
、
県
文
化
会
館
大

ホ
ー
ル
に
て
実
施
。
被
表
彰
者
の

事
業
主
も
ご
参
加
願
い
ま
す
。

◎
そ
の
他
、
本
件
に
関
す
る
お
問
い

合
せ
は
当
所
優
良
従
業
貝
表
彰
係

(
T
E
L
⑳
六
二
三
而
)
ま
で
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

"
"
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青
年
部
7
月
例
会
開
催
さ
る

去
る
7
月
リ
日
 
4
階
中
ホ
ー
ル

に
て
、
 
7
月
例
会
を
行
な
っ
た
。
今

月
は
当
部
会
メ
ン
バ
ー
の
神
箸

勝
、
宮
沢
昌
輔
両
君
に
指
導
を
願
い
、

研
修
委
員
会
担
当
で
,
木
彫
り
を
楽

し
も
、
つ
0
 
と
い
、
つ
テ
ー
マ
で
、
各
々
、

少
年
時
代
の
腕
白
さ
を
思
い
、
つ
か
べ

つ
つ
、
ル
ー
プ
タ
イ
の
ほ
か
奧
さ
ま
、

子
供
さ
ん
へ
の
プ
ロ
ー
チ
等
の
製

作
に
と
楽
し
い
例
会
で
あ
っ
た
。
尚

出
席
者
胎
名
中
「
大
変
良
く
で
き
た

で
賞
」
に
中
村
徹
君
「
ま
あ
ま
あ
で

き
た
で
賞
L
「
も
つ
少
し
頑
張
り
ま
賞
」

「
部
長
賞
」
と
盛
り
だ
く
さ
ん
の
賞

品
が
贈
ら
れ
た
。

尚
、
材
料
は
ヒ
め
賞
品
提
供
老
等

ご
協
力
頂
き
ま
し
た
メ
ン
バ
ー
に
、

紙
面
を
お
借
り
し
て
、
研
修
委
員
会

よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

『
青
年
部
ア
ン
ケ
ー
ト
胸
査
に
つ
い
て
」

,
住
み
ょ
い
都
市
環
境
に
お
け
る
商

工
業
の
発
展
の
為
に
0
 
を
テ
ー
マ
と

し
て
今
年
度
の
主
事
業
の
一
つ
と
し

て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
す
る
。
本

調
査
は
「
文
化
観
光
都
市
と
し
て
の
奈

良
、
流
入
す
る
膨
大
な
新
市
民
を
抱
え

る
奈
良
に
あ
っ
て
、
商
工
業
は
、
い

か
に
調
和
発
展
し
て
行
く
の
か
」
そ

の
周
辺
の
基
本
的
調
査
と
研
究
を
行

、
つ
目
的
で
実
施
す
る
も
の
で
、
釦
万

都
市
と
し
て
の
都
市
機
能
を
充
し
、

か
つ
住
み
ょ
い
生
活
環
境
を
整
備
す

る
と
い
、
つ
誰
も
が
期
待
す
る
条
件
の

も
と
で
我
々
商
工
業
者
の
明
日
の
発

展
は
ど
の
様
な
も
の
で
な
け
れ
ぱ
な

ら
な
い
か
?
保
存
と
開
発
観
光

問
題
の
周
辺
住
民
の
二
ー
ズ
と
商

工
業
者
の
二
ー
ズ
と
の
か
か
わ
り
合

、

商
店
街
の
活
性
化
と
大
型
店
舗

い

バ

の
問
題
等
、
我
々
会
議
所
メ
ン

の
一
人
一
人
が
奈
良
市
の
住
民
で
あ

又
業
者
で
あ
る
と
云
う
二
面
性

、

りの
中
で
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
い
か
に

考
え
何
が
今
奈
良
市
の
商
工
業

に
と
っ
て
大
切
な
の
か
、
本
当
の
問

題
点
は
何
な
の
か
業
者
サ
イ
ド
で

も
住
民
サ
イ
ド
で
も
な
い
一
味
違
っ

た
ユ
ニ
ー
ク
な
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

目
指
す
も
の
で
あ
る
。

尚
、
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ユ
ー
ル
は
次

の
と
お
り

一
、
6
1
7
月
都
市
問
題
産
業
問

題
商
店
街
の
問
題
を
骨
子
と
す

る
子
備
調
査

一
、
8
1
9
月
本
調
査
の
設
問
作
り

一
、
W
1
2
月
本
調
査
分
析

一
、
 
3
月
発
表
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正
副
会
長
会
議
開
催

六
月
二
十
五
日
午
前
十
一
時
よ

商
工
会
議
所
二
階
に
お
い
て

り小
林
会
長
は
ヒ
め
各
副
会
長
が
出
席

を
し
て
開
催
。
案
件
は
友
好
倶
楽

部
の
バ
リ
島
旅
行
に
つ
い
て
、
職
員

待
遇
に
つ
い
て
、
を
協
議
、
バ
リ
島

旅
行
に
つ
い
て
は
正
副
団
長
を
決
め

細
部
に
つ
い
て
は
正
副
団
長
に
お
ま

か
せ
す
る
こ
と
に
し
た
。
職
員
待
遇

に
つ
い
て
は
月
給
制
に
昇
格
さ
せ

る
こ
と
と
し
た
0

持
た
せ
て
一
日
中
工
場
の
中
を
歩
か

せ
て
み
て
も
そ
の
原
皮
は
製
品
こ

は
な
、
わ
な
い
。
し
か
し
従
業
員
が
人

に
ょ
り
一
日
歩
い
た
の
で
あ
る
か
ら

負
金
は
支
払
わ
ね
ぱ
な
、
わ
は
い
。
も

し
、
日
給
四
千
八
百
円
の
従
業
員
が

原
皮
を
倉
庫
へ
取
り
行
っ
て
い
た
と

す
る
と
、
そ
の
従
業
貝
の
一
分
間
の

賃
金
は
十
円
で
あ
る
か
ら
、
一
回
に

五
十
円
位
は
い
い
か
、
二
百
円
で
は

か
か
り
過
ぎ
で
、
四
百
五
十
円
で
は

◎
北
大
西
洋
評
議
会
(
十
五
ケ
国
の

議
会
間
の
グ
ル
ー
プ
で
政
府
を
は
な

れ
て
自
由
に
協
議
を
す
る
厶
巴
で
の

話
と
し
て
ボ
ー
ラ
ン
ド
問
題
は
ソ

連
最
大
の
危
機
で
軍
事
介
入
が
あ

れ
ぱ
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
時
よ
り
も

強
い
措
置
を
取
る
。
戦
略
兵
器
は
両

陣
営
イ
コ
ー
ル
で
あ
る
。
戦
術
兵
器

は
ソ
連
側
は
強
力
に
な
り
つ
つ
ぁ
る

の
で
西
側
陣
営
は
そ
れ
に
対
応
し

た
軍
備
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

◎
N
A
T
0
本
部
の
話

ソ
連
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
介
入
す
る

こ
と
は
だ
ん
だ
ん
む
つ
か
し
く
な
っ

て
き
た
。
始
ん
ど
不
可
能
で
あ
る
。

レ
ー
カ
ン
大
統
領
の
姿
は
米
国
の

世
論
の
表
現
に
す
ぎ
な
い
。

◎
米
国
で
の
話

日
米
関
係
は
政
府
の
優
先
順
序
の

ト
ッ
プ
で
あ
る
。
日
本
に
軍
事
大
国

に
な
れ
と
い
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

が
豊
か
な
同
盟
国
が
そ
の
資
金
の
適

切
な
部
分
を
防
衛
に
ふ
り
向
け
て
い

な
い
と
米
国
民
か
感
ヒ
た
場
合
は
米

国
民
は
そ
の
よ
う
な
同
盟
国
を
助
け

る
こ
と
に
消
極
的
に
な
る
こ
と
が
懸

念
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

出
席
者
一
同
吉
田
氏
の
講
話
に

熱
心
に
耳
を
か
た
む
け
日
本
の
防

衛
を
考
之
る
為
、
有
意
義
な
会
で
あ

つ

0

七
光

七
月
例
会
開
催

七
月
十
四
日
正
午
よ
り
午
後
二

時
ま
で
衆
議
院
議
貝
、
民
社
党
教

宣
局
長
吉
田
之
久
氏
の
「
世
界
を

巡
ぐ
る
防
衛
論
争
」
と
い
、
つ
演
題

の
講
話
を
拝
聴
し
た
。
氏
は
衆
議

院
の
安
全
保
障
調
査
団
の
一
員
と
し

て
六
月
下
旬
か
ら
七
月
上
旬
の
問

N
A
T
0
諸
国
、
米
国
を
歴
訪
し

政
治
、
軍
事
事
情
を
視
察
さ
れ
そ
の

模
様
を
話
さ
れ
た
。

概
要
は
次
の
通
り

あ
る
小
さ
い
皮

製
品
製
造
工
場
で

.

.
一
.
.
.

の
話
で
あ
る
。
こ

の
工
場
も
、
小
工

場
の
例
に
漏
れ
ず

建
物
は
継
ぎ
足
し

継
ぎ
足
し
で
、
し

か
も
、
機
械
設
備

の
配
置
が
工
程
の
順
に
な
っ
て
い
な

い
た
め
生
産
の
流
れ
は
錯
そ
う
し
て

い
た
。
そ
の
う
え
、
敷
地
が
狭
い
の

で
倉
庫
は
な
く
、
工
場
か
ら
一
分
余

り
詐
れ
た
経
営
者
の
住
宅
に
附
属
し

た
納
屋
を
原
皮
の
倉
庫
に
代
用
し
て

"
ー
ー
ー
ー
ー
ト
ー
ー
!
.
}
ー
ー
、
ー
、
ー

健
康
と
若
さ
を
保
つ

イ
ン
ペ
ッ
ク
ス
栄
養
補
助
食
品

小
麦
脛
芽
油
・
プ
ロ
一
ブ
イ
ン
・
プ
ル
ー
ン

と
は
、
「
一
刻
を
争
、
つ
と
い
、
つ
こ
と

で
な
く
間
違
い
な
く
、
取
引
先
と

約
束
し
た
時
期
に
必
要
量
を
提
供
す

る
こ
と
」
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
事

柄
は
い
ず
れ
も
な
お
ざ
り
に
は
で
き

な
い
か
こ
の
場
合
あ
と
の
二
つ
の

事
柄
(
「
時
は
金
な
り
」
と
い
う
か

わ
こ
れ
は
一
つ
の
事
柄
と
考
え
て

も
よ
い
か
も
し
れ
な
い
)
 
1
「
安
く
」

と
「
早
く
」
と
の
面
を
改
善
す
る
こ

と
、
す
な
わ
ち
、
機
械
設
備
の
配
置

を
全
面
的
に
変
更
す
る
こ
と
の
必
要

陛
を
説
い
た

経
営
者
の
Y
氏
は
、
合
理
化
の
意

味
や
必
要
性
に
つ
い
て
は
十
分
に
理

解
し
た
よ
う
で
あ
る
か
、
機
械
設
備

C

し
オさ

て
、
話
は
、
な
か
な
か
儲
か
ら

な
い
と
い
う
こ
と
か
,
わ
、
経
営
合
理

化
の
必
要
な
こ
と
を
解
説
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
工
場
は

他
の
工
場
と
競
争
し
な
が
ら
物
を
生

産
し
、
そ
れ
に
ょ
っ
て
利
益
を
得
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
競
争

の
中
で
物
を
生
産
す
る
に
は
、
た
ガ

慢
然
と
生
産
し
て
い
た
の
で
は
利
益

は
出
な
い
ど
こ
ろ
か
、
脱
落
さ
え
し

か
ね
な
い
。
「
よ
い
品
を
{
女
く
早
く
」

生
産
す
る
こ
と
を
考
え
る
必
要
か
あ

で
い

く
よ
、
つ
い
っ
て
お
い
た

そ
れ
か
、
わ
約
一
力
月
後
、
原
皮
を

取
う
て
く
る
時
間
は
、
最
も
矧
か
く

て
五
分
、
最
も
長
い
の
は
四
十
五
分

平
均
で
二
十
分
位
と
い
う
こ
と
で
あ

つ
た
。
も
っ
と
も
距
跳
的
に
は
往
復

で
三
分
位
だ
か
ら
そ
の
他
の
時
間
は

必
要
な
も
の
を
探
す
時
間
・
作
業
で

あ
る
が
、
測
定
し
た
時
間
が
保
管
場

所
か
ら
作
業
場
ま
で
原
皮
を
移
動
さ

せ
た
時
間
・
作
業
と
考
え
れ
ば
、
そ

れ
は
運
搬
時
間
・
作
業
と
な
る
。
し

か
も
、
運
輸
業
で
な
い
か
ぎ
り
、
生

産
の
中
で
い
く
ら
物
を
運
搬
し
て
も

そ
こ
か
ら
は
利
益
は
生
ま
れ
て
こ
な

今
か
り
に
、
従
業
員
に
原
皮
を

、

店
店
店

,
、
"
帝

.
゛回

回

一

と
は
消

中
小
企
業
診
断
士

西
郡
生

、
一
、
艶

f
'
玉
、
,

、
●
、
亀

仕に暮

、

町
 
2

東
 
5

市
 
0

ヒ
一

良
=
 
L

奈
 
T

8

(

費
者
の
要
求
す
る
品
質
を
そ
な
、
え
た

も
の
」
で
、
「
安
く
」
と
は
、
「
こ

の
品
質
な
ら
こ
れ
く
ら
い
は
支
払
っ

て
も
よ
い
と
購
入
者
を
納
得
さ
せ
、
つ

る
売
価
で
販
売
し
、
し
か
も
適
正
な

利
益
が
え
ら
れ
る
原
価
と
な
る
よ
う

に
す
る
こ
と
」
を
意
味
し
、
「
早
く
」

一
.

、゛

亀地
,

、

合
理
化
の決

め
手

'
」

も
っ
て
の
ほ
か
と
い
え
よ
う
。
こ
の

よ
、
つ
に
運
搬
は
利
益
を
生
ま
な
く
と

も
コ
ス
ト
は
バ
ッ
チ
リ
と
か
か
る

の
で
あ
る

さ
ら
に
、
運
搬
は
、
倉
庫
と
工
場

と
の
間
だ
け
で
は
な
い
。
工
場
中
に

も
工
程
と
工
程
の
間
、
作
業
と
作
業

の
間
に
は
物
の
移
動
1
運
搬
は
つ
き

も
の
で
あ
る
。
い
わ
ぱ
必
要
悪
な
の

だ
。
必
要
悪
は
、
少
し
で
も
少
な
い

力
か
良
い
の
は
誰
が
考
、
え
て
も
当
た

り
前
の
こ
と
だ
ろ
、
?

Y
氏
は
十
分
納
得
で
き
た
。
そ
の

後
間
も
な
く
、
機
械
設
備
の
配
置
替

え
を
行
、
つ
と
共
に
工
場
の
一
部
に
小

一
'

さ
い
も
の
で
は
あ
っ
た
が
二
階
を
譜

築
、
棚
を
設
け
て
原
皮
を
整
然
と
分

類
し
て
収
納
し
た
。
工
場
内
は
ス
ソ

キ
リ
し
て
き
た
だ
け
で
な
く
利
益
が

出
て
き
た
。
 
Y
氏
は
、
そ
の
後
も
さ

さ
い
な
こ
と
で
も
改
善
す
る
こ
と
を

怠
ら
な
か
っ
た
。
や
が
て
こ
の
工
場

は
そ
の
業
界
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

の
立
派
な
工
場
に
成
長
し
た
。
経
営

の
合
理
化
は
、
誰
が
考
え
て
も
当
六

り
前
の
こ
と
を
や
る
か
や
ら
な
い
か

で
決
ま
る
よ
う
が

1

、
,

違'
ノ

を
動
か
す
と
な
る
と
、
基
礎
コ
ン
ク

リ
ー
ト
エ
事
の
や
り
痘
し
か
必
要
と

な
り
そ
の
た
め
三
、
四
日
操
業

を
停
止
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
こ
と

を
考
え
て
し
ゅ
ん
巡
し
て
い
る
よ
う

で
あ
っ
た

そ
こ
で
、
こ
の
日
は
、
こ
こ
で
話

を
止
め
て
次
回
の
来
る
ま
で
に

原
皮
を
倉
庫
へ
取
り
に
行
っ
て
持
っ

て
来
る
に
要
し
た
時
問
が
ど
れ
位
か

力
っ
た
か
を
二
十
回
位
は
か
っ
て
お

井
上
誠
逸

,

晦

9
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第
8
回
商
工
ま
つ
り

小
林
旭
・
三
沢
あ
け
み
を
迎
え
て

歌
謡
シ
ョ
ー
を
開
催

来
た
る
十
月
十
七
、
十
八
日
の
二

日
間
に
わ
た
り
橿
原
公
苑
を
中
心
と

し
て
第
八
回
商
工
ま
つ
り
が
開
催
さ

れ
る
。十

八
日
に
開
か
れ
る
演
芸
大
会
に

は
小
林
旭
、
三
沢
あ
け
み
の
歌
謡

シ
ョ
ー
が
開
か
れ
る
他
素
人
名
人

会
、
物
産
展
な
ど
数
多
く
の
催
し
物

が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
本
演
芸
会
に

入
場
ご
希
望
の
方
は
、
当
所
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
入
場
整
理
券
一
枚

千
円
。

第
8
回
商
工
ま
つ
り

素
人
名
人
会
出
演
募
集
要
領

奈
良
県
商
工
ま
つ
り
実
行
委
員
会

で
は
、
次
の
要
領
に
ょ
り
素
人
名
人

会
の
出
演
者
を
募
集
し
て
い
る
。

マ
資
格

県
下
に
事
業
所
を
有
す
る
経
営
者

そ
の
家
族
、
及
び
従
業
員
。
但
し

過
去
に
お
い
て
当
素
人
名
人
会
で

受
賞
さ
れ
た
方
は
、
ご
遠
慮
く
だ

す
る
。
(
民
謡
に
か
か
る
伴
奏
は
各

自
用
意
す
る
)

マ
申
込

昭
和
五
十
六
年
八
月
二
0
日
ま
で

に
当
所
商
工
ま
つ
り
担
当
ま
で
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

マ
開
催
日

昭
和
五
十
六
年
十
月
十
八
日
側

そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
商
工
ま

つ
り
実
行
委
員
会
(
T
E
L
⑳
三
二

0
0
代
)
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ

さ
い
。

出
演
内
容
は
歌
謡
曲
及
ぴ
民
謡
と

昭
和
五
十
六
年
十
月
十
七
・
十
八
日

マ
出
品
物

県
内
で
生
産
・
加
工
さ
れ
た
物
産

マ
小
間
料

御
即
売
小
問

屋
内
一
小
間
一
万
円
・
屋
外
・
無
料

①
展
示
小
間

無
料

マ
申
込
期
限

昭
和
五
十
六
年
八
月
十
五
日

マ
申
込
先

当
所
商
工
ま
つ
り
担
当

マ
出
品
物
の
取
扱
い

①
出
品
物
の
搬
入
及
び
展
示
は
十

月
十
六
日
午
後
二
時
か
ら
同
六
時

ま
で
の
間
に
出
品
者
が
行
、
つ
。

②
出
品
物
の
展
示
即
売
は
、
出
品

者
が
自
己
の
責
任
に
お
い
て
行
い

搬
出
入
に
要
す
る
経
費
も
出
品
者

の
負
担
と
す
る
。

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
購
入
者
に
提

供
で
き
る
景
品
の
最
高
額
や
総
額
は

「
不
当
景
品
類
及
び
不
当
表
示
防
止

法
」
(
通
称
・
"
京
品
表
示
法
)
で
制

限
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
う
ち
、
中
元
売
出
し
の
よ
う

に
多
数
の
商
店
が
参
加
す
る
共
伺
懸

賞
で
提
供
で
き
る
景
品
の
最
高
額
は

今
ま
で
-
 
0
万
円
ま
で
と
決
め
,
わ
れ

て
い
ま
し
た
か
、
六
月
六
日
か
ら
二

0
万
円
ま
で
と
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

但
し
、
条
品
総
額
は
、
今
ま
で
ど
お

り
売
上
予
定
総
額
の
三
%
以
内
で
す
。

、
0

し

第
8
回
商
工
ま
つ
り
物
産
展

出
品
要
項

商
工
ま
つ
り
の
事
業
の
一
環
と
し

て
物
産
展
の
出
品
者
を
募
集
し
て
い

る
。
問
い
合
せ
は
前
記
実
行
委
貝
会

ま
で
。

マ
会
期

な
お
、
一
般
懸
賞
の
場
合
の
景
品

最
高
額
は
、
従
来
か
、
わ
次
表
の
よ
う

に
制
限
さ
れ
て
お
り
、
景
品
総
額
は

売
上
予
定
総
額
の
二
%
を
超
え
て
は

な
り
ま
せ
ん
。

(
、

無
り
ン
洗
剤
の
ご
使
用
を

県
商
工
労
働
部

ご
存
知
の
と
お
η
県
内
河
川
は
、

工
場
排
水
、
家
庭
雑
排
水
な
ど
の
増

加
に
伴
い
、
水
質
汚
濁
が
懸
念
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
と
り
わ
け
合
成
洗
剤

に
含
ま
れ
る
り
ン
等
の
影
響
が
ク
ロ

ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
背
景
の
中
で
昨
年
五

月
奈
良
県
合
成
洗
剤
対
策
推
進
要
領

が
制
定
さ
れ
、
り
ン
削
減
対
策
運
動

が
総
合
的
に
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
が

今
後
も
左
記
事
項
に
つ
い
て
な
お
一

五
0
0
円
未
満

五
C
0
円
以
上
五
C
、
0
0
0
円
未
満

五
Q
O
0
0
円
以
上
-
O
Q
O
0
0
円
未
満

-
O
Q
O
0
0
円
以
上 の

取
ー
「
」

こ
れ
以
外
に
も
、
総
付
景
品
の
制

限
や
特
定
の
業
種
に
つ
い
て
の
制
限

が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
い
こ
と
は

県
庁
県
民
課
(
⑳
三
 
0
 
こ
ま
で

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

士会式株

下

層
ご
協
力
下
さ
る
よ
う
お
願
い
致
し

ま
す
。

①
販
売
店
に
お
け
る
石
け
ん
等
り
ン

を
含
ま
な
い
洗
剤
の
常
置
販
売

②
販
売
店
に
お
け
る
石
け
ん
等
り
ン

を
含
ま
な
い
洗
剤
の
推
せ
ん

③
販
売
店
に
お
け
る
り
ン
を
含
む
合

成
洗
剤
を
贈
答
品
又
は
特
売
商
品

と
し
て
取
扱
わ
な
い
こ
と
。

己ヨ而

需
の
最
高
額

取
引
価
格
の
二
0
倍
ま
で

-
 
0
、
0
0
0
円
ま
で

三
Q
O
0
0
円
ま
で

五
0
、
0
0
0
円
ま
で

新
会
「

マ
フ
ラ
ン
シ
ス
・
幸
王
敦
子
・
学
園

北
-
 
1
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第 155号(第三種郵便物認、可)

一無担保・無保証人一
本融資制度は、奈良商工会議所の経営指導を受けて経営改善し、事

業を発展させようとお考えの方々に、必要な小口の事業資金を、商工
会議所会頭の推薦で国民金融公庫より無担保・無保証人でお貸しする
ものです。
0 貸付対象/常時雇用する従業員の数が、商業・サービス業で

ネ5 人以下、製造業その他では20人以下の企業で
あること。 (注)環境衛生業種(飲食店、理・
美容店、クリーニング店など)の方は運転資金に
限られます。尚、設備資金については環境衛生金
融公庫の小企業設備改善資金が受けられます。

資金使途/設備資金・運転資金
貸付限度額/350万円(内運転資金300万円以内)

率/年7.0%利
済期限/設備 4年以内返

奈良会議所ニュース

、.1...U :"島.'1:

◎担イ呆・保証人/不要(信用保証協会の保証もい 1〕ません)
◎貸出機関/国民金融公庫
豪本制度についてのお問い合せは当所中小企業相談所

(TEL ⑳622以代)まで。)

""

運転 3年以内

昭和56年8月10日(毎月1 回10日発行)

必要に応ヒ6ケ月以内の据
置きの取扱可均等償還
必要に応ヒ6ケ月以内の据
置きの取扱可均等償還

三^^
云冗ワC

^....^....^....^..■■^■■■.^....^.■●●^●●●●^■■..^..■.^....^

:自身の巣をもつということはーー

フレストランノ、

(/.ぞ二、《"
営業時間 9:00~22:00

!(パプタイム 17冷0~22●0の奈良商工会議所会館地階 1

第]55号(第三種郵便物認可)

ボトルキープ

総合企画・設計・監理

ニッカG&G 3,200円
スーバーニッカ4,000円
キングジョージ4,500円

商店街の中元売出しの景品

最高20万円までに引上げ

合0742(23)2123代〒630
会07U2(3)5028H勺〒634
607472(3)1313(代〒637

本社及ぴ
奈良事務所
京都事務所

代表取締役

奈良市大宮町 1 丁目 6 番 21 号
T E L 奈良(0742) 34-1 4 6 ](代)

京都市中京区御池通御幸町亀屋田京都府旅館会館
T E L 京都(075) 221-1 6 3 2(代)

一公正取引委員会一

白衣・事務服・作業服
〔奈良県庁・奈良市役所指定業者〕

奈良会議所ニュース

警§子E^ユニフォーム

(

昭和56年8月10日(毎月1 回10日発1予

日帰りから海外旅行まで旅のことならお気軽に.ノ

運輸大臣登録一般旅行業第91号

読売旅行奈良営業所
高天町18 TEL 0742⑳5521~2

7番10 ゜
0255(代表

Ⅱ

(_

価

中学・高校への最高の進学実績と補習教育の充実

厘公開模擬テスト皿
匪進学教室冒
冒春夏冬学習講座■冷害繞 奈良市杉ケ西町・国鉄奈良駅南3分

橿原市兵部町福又ビル2F
五條市五条1丁目桜井誠文堂内

抜群の実績を誇る信頼と成果.ノ
奈良県教育テスト協会
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